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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・6/17(月)　入院2名、新患2名
・6/18(火)　入院1名
・6/19(水)　新患2名

・6/14(木)　新患1名
＜利用者様情報＞

・下妻　康貴　様～青明舎より、「仕事から帰宅後にグループホーム内で話す人がおらず、1日話をしないことがあって寂しい」と訴えることがあり、「ナイトケアを増やそうかな」と話していたと情報提供あり。上記内容の情報を受けたことを伏せた上で、利用日を増やすことについて提案。利用日を増やすことに対する拒否はない。仕事で疲れた時や、金曜日に調理で出席する週は、水曜日は休みたいと希望が聞かれている。今後主治医へ情報提供していく。
・寺沢　彩　　様～昨日の来所後、情緒不安定を訴え感情失禁することがあり、デイケア職員と面談を実施。交際相手や他メンバーとの対人関係や、交際相手と2人きりになる事に対する不安について話している。本日はデイケア内での交際相手との交流は殆どなく、口元を手で押さえるような仕草が認められている。体調確認を行い、不安を訴えている際は適宜介入を行っていく。
＜栄養指導＞
・種本　サハ　様～食事内容を尋ねても、「デイの献立表を見ればいいでしょ」と話し、詳細に話すことを拒否している。間食すると太るから摂取量に注意しているとの事で、その点は評価している。膝痛を訴え、運動はしたくないと希望があり、無理のない程度に運動プログラムに参加するよう助言している。

・庭野　弘樹　様～食事内容は問題なし。しかし、夕食後にピーナッツチョコレート一袋を一度に摂取していることがあり、間食の摂取時間や摂取量に気を付けるよう指導している。
＜外来情報＞

・関　秀治　　様～睡眠は取れており、困っていることの有無については特にないと話している。「昨日のテレビで、国が眠剤を飲まなくても眠れるようにしていくと話していた」と訴え、自身の現在の処方内容について主治医へ確認している。主治医より現処方にて経過観察とし、睡眠状態の安定化が図られたら、減薬を検討していく事について説明を受け、本人了解している。

・田名部　一樹様～本人希望にて下剤処方。

・駒木　洋士　様～本人希望にて睡眠導入剤7日分が処方となっている。寝汗は出なくなったとの事。
＜新患情報＞

・嶋森　修子　様～H25年4月､東北大学(工学部)大学院を卒業し､広島県にて科学メーカーの研究職として就職。H25年5月初旬より､抑うつ感･不安感､睡眠の悪化､意欲の低下等の症状が出現。また､自身の体に対して過度な不安を抱き､｢体がボロボロになった｣｢自分の体が汚物に感じる｣｢薬品のせいで生理が2ヶ月止まっている｣等と訴えるようになっていた。同時期より､職場で情動が不安定となることや､動悸･発汗等の身体不調が出現。その後も上記症状が持続して､H25.5.11より休職し､実家へ帰省。H25年5月末に八戸市内の病院を初診し､不安障害と言われていた。同院より薬を処方され､徐々に睡眠が改善していた。しかし､同院医師に対して不満を感じていたこと､通院治療を受ける意思がないことから､以後は受診をしなかった。今回､休職の為の診断書が必要であることから､当院へ受診相談があり､H25.6.14当院を初診。現在の状態としては､治療が必要と思われること､処方薬により症状が改善しているのであれば､治療を継続することが必要であることを伝えているが､通院治療は希望しないとの事。診断書を作成している。
